
事例６ 生徒一人ひとりが、主題を深め、よりよい表現方法を見出すことをねらった事例 

〇学年    第３学年 
〇主な領域  彫刻に表す活動 
〇事例のポイント 
①心や感情から主題を生み出し、省略、単純、強調化させながら、テーマに合った形や色彩を
追求していくことを通して、思考力を深めていくことができるようにする。 

②石粉粘土を主な材料に用いて、塑像的なつくり方や彫刻的なつくり方など自分に合った制作
方法を考え、色彩や素材を工夫するなど、試行錯誤しながら作品制作を進めることができる
ようにする。 

 

ＩＣＴを活用した主な学習場面 
・発想や構想の段階において、主題を生み出す場面 
・作品制作する段階において、よりよい表現方法を見出す場面 
・自分の考えや意見をまとめ、共有する場面 

 

ＩＣＴ活用の利点 
①共有機能を活用し、自分の考えを発信しやすくなるとともに、他者の考えも受信しやすくな 
 るため、生徒同士で、自分の考えやアイデアを広げ、深めることができる。 
②カメラ機能と描画機能を活用し、試作（試し塗りや描き直し等）を繰り返しやすくなり、アイ

デアを構築するために試行錯誤しやすくなる。 
③カメラ機能とプレゼンテーション機能や共有機能を合わせて活用し、制作過程の記録と振り返 

りをわかりやすくまとめ、取り組みの蓄積を鑑賞活動でも活用することができる。 

１ 題材名 「想いのカタチ ～抽象彫刻への挑戦～」 

【第３学年】Ａ表現(1)ア(ｱ)、(2)ア(ｱ)、Ｂ鑑賞(1)ア(ｱ)、〔共通事項〕(1)ア、イ 

２ 題材について 
⑴ 生徒の実態（略） 
⑵ 本題材を指導するに当たって（略） 

３ 目標及び評価基準（※〔共通事項〕(1)ア、イはア    、イ     で示す。） 

⑴ 題材の目標 
・形や色彩、材料など性質や、それらが感情にもたらす効果や、造形的な特徴を基に、表現さ
れた感情や躍動感などを作品全体のイメージで捉えることを理解する。 

・石粉粘土やアクリル絵の具の特性を生かし、意図に応じて、自分の表現方法を追求して創造
的に表す。                             〈知識及び技能〉 

・自分の経験や想像したことから得た感情や思いなどから、主題を生み出し、単純化や省略、
強調、材料の組合せなどを考え、創造的な構成を工夫し、心豊かに表現する構想を練る。 

・感情や動きを形や色彩で表した作品の造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現
の意図と創造的な工夫などについて、美意識を高め、見方や感じ方を深める。 

〈思考力，判断力，表現力等〉 
・美術の創造活動の喜びを味わい、自分の経験や想像したことから得た感情や思いなど、考え
たことを基に表現の学習活動を取り組もうとする。 

・美術の造形活動の喜びを味わい、造形的なよさ美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図
と造形的な工夫などについて考えるなどの見方感じ方を深める鑑賞の学習活動に取り組も
うとする。                       〈学びに向かう力，人間性等〉 

⑵ 題材の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知形や色彩、材料など性
質や、それらが感情にも
たらす効果や、造形的な
特徴を基に、表現された
感情や躍動感などを、作
品全体のイメージや作
風などで捉えることを
理解している。 

技石粉粘土やアクリル絵
の具の特性を生かし、意
図に応じて自分の表現
方法を追求して創造的
に表している。 

発自分の経験や、想像したこと
から得た感情や思いなどか
ら、主題を生み出し、単純化
や省略、強調、材料の組合せ
などを考え、創造的な構成を
工夫し、心豊かに表現する構
想を練っている。 

鑑感情や動きを形や色彩で表
した作品の造形的なよさや
美しさを感じ取り、作者の心
情や表現の意図と創造的な
工夫などについて、美意識を
高め、見方や感じ方を深めて
いる。 

態表美術の創造活動の喜びを味
わい、自分の経験や想像し
たから得た感情や思いなど
から、考えたことを基に表
現の学習活動を取り組もう
としている。 

態鑑美術の造形活動の喜びを
味わい、造形的なよさ美し
さを感じ取り、作者の心情
や表現の意図と造形的な
工夫などについて考える
などの見方感じ方を深め
る鑑賞の学習活動に取り
組もうとしている。 

  ※それぞれの評価規準は「内容のまとまりごとの評価規準（例）」を、そのまま使用したり、具

体的な学習活動を踏まえ言葉を省略や変更したりするなどしている。（下線部は変更箇所） 

 



４ 指導と評価の計画（全１１時間扱い） 

〇：指導に生かす評価、◎：全員の学習状況を記録に残す評価 

時

間 
学習のねらい・学習活動 

評価の観点、評価方法等 

備考 
知識・技能 

思考・判断・ 

表現 

主体的に学習
に取り組む態
度 

知 技 発 鑑 態  

１ １発想・着想（３時間） 

・抽象彫刻作品を鑑賞し、

作品の主題や形や色彩、

表現方法の特徴などに

ついて考える。 

・抽象彫刻作品について

知る。 

・これからの学習のねら

いや制作手順などにつ

いて理解する。 

◎ 

対話 

記述 

  
〇 

 

◎ 

観察 

記述 

「知識・技能（知識）」
は、形や色彩、材料な
ど性質や、それらが感
情にもたらす効果や、
造形的な特徴を基に、
表現された感情や躍
動感などを、作品全体
のイメージや作風な
どで捉えられること
を理解し、今後の見通
しを持てているか、と
いう視点で評価する。 

２ ・抽象作品作りの取りか

かりとして、感情を形に

表現する練習をする。 

・紙粘土を使い、提示され

た主題（怒・哀・喜）の

順に１つずつ形を想像

して表現し、相互鑑賞す

る活動を繰り返す。 

〇 

〇 

〇  

◎ 

観察 

作品 

記述 

 

「思考・判断・表現（発
想や構想）」は、練習で
作った作品から、生徒
が提示された主題か
ら、想像を広げ、単純
化や省略、強調などを
させて作品構想を練
ることを理解してい
るかを把握して指導
に生かす。 
 

３ ・自分の経験や思い出な

どから想像したことを

基に、主題設定を行う。 

・主題を基に、表現したい

気持ちや感情を考え、気

持ちの強さなどから形

や色彩などを想像し、ア

イディアを練る。 

・図にまとめたり、紙粘土

で試作したりする。 

〇 

 

◎ 

観察 

対話 

ｱｲﾃﾞｱ 

ｽｹｯﾁ 

 

「思考・判断・表現（発
想や構想）」は、自分の
経験や、想像したこと
から得た感情や思い
などから、主題を生み
出せているか、また、
主題から単純化や省
略、強調などを考え、
創造的な構成を工夫
し、心豊かに表現する
構想を練っているか、
という視点で評価す
る。 
 

４ ２制作（７時間） 

・石粉粘土の特徴に扱い

方ついて理解する。 

・アイデアスケッチや試

作した作品を基に、石粉

粘土を使い、塑像してい

く。 

 自分の表現意図に応じ

て、絵の具を練りこみ、

着色しながら進める。 

・ＩＣＴ端末を活用し、毎

時間、制作記録と振り返

りをまとめ提出する。 

〇 〇 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

観察 

対話 

作品 

記述 

 

 

 

 

「知識・技能（技能）」
は、より美しく塑像す
るためにはどうすれ
ばいいか、乾燥後の彫
刻作業をどうすれば
いいかなど、石粉粘土
の特性を理解して制
作しているかを把握
し、指導に生かす。 

５ 

◎ 

対話

作品 

記述 

◎ 

対話

作品 

記述 

  

「知識・技能（技能）」
は、石粉粘土の特性を
生かし、意図に応じて
よりよく主題を表す
ための表現方法を追
求して創造的に表現
しているか、という視
点で評価する。 
 

事例のポイント①② 

ＩＣＴ活用の利点② 

事例のポイント① 

事例のポイント① 



６
【
本
時
】 

 

・ＩＣＴ端末を活用し、制

作で悩んだり、アドバイ

スが欲しいときは、質問

を書き込み、見たい人が

返答するなど、随時生徒

同士でやり取りできる

ようにする。 

・主題に合わせて、塑像が

終わった生徒から彫刻

刀などで彫り込んだり、

やすりで磨いたりして、

形を加工し、整える。 

・アクリル絵の具やメタ

ル箔など、自分の作品に

合った色や質感の表現

方法を考えなら、制作を

進める。 

〇 

 

〇  

 

 

◎ 

観察 

対話 

作品 

記述 

「思考・判断・表現（発

想や構想）」は、自分の

経験や想像から生み

出した主題を、省略、

強調させつつ、主題を

より強めた作品にす

るための工夫方法を

考え、心豊かに構想を

練っているか、把握し

て指導に生かす。 

７ 

〇 〇 〇  

「知識・技能（知識）」

は、作品全体のイメー

ジを捉え直し、主題に

合った形や色彩をど

う表現すればいいか

理解しているかを把

握して指導に生かす。 

８ 

◎ 

作品 

記述 

◎ 

作品 

記述 

〇  

「知識・技能（知識）」
は、作品から形や色
彩、材料などがもたら
す効果や、造形的な特
徴を理解し、作品全体
のイメージを表現で
きているか、という視
点で評価する。 

９ ・必要に応じて粘土以外

の素材も組み合わせな

がら、組み立てや接着を

行い、作品を仕上げる。 

・作品が完成した人から、

作品カードに、最終的な

主題とその理由、作品の

特徴や表現の意図、工夫

点などを記入する。 

 

◎ 

作品 

記述 

〇  

「知識・技能（技能）」
は、やすりや彫刻刀、
アクリル絵の具やメ
タル箔など、用具の特
性を生かし、意図に応
じて表現方法を追求
し、創造的に表現でき
たか、という視点で評
価する。 

10 

  

◎ 

作品 

作品

ｶｰﾄﾞ 

 

「思考・判断・表現（発
想や構想）」は、完成作
品と、作品カードの記
述と照らし合わせな
がら、生徒独自の主題
を生み出し、他者に主
題を伝えるために合
った表現の工夫や構
想を練ることができ
たか、という視点で評
価する。 

11 ３鑑賞会（１時間） 
・作品と作品カードを展

示し、クラス内で鑑賞会
をする。 

・仲間の作品を鑑賞し、 
ＩＣＴ端末を使って意
見交換する。 

・作品の主題や、主題と作
品の形や色彩との関連、
用いた材料や表現方法
の工夫などに注目し、作
品の造形的なよさや美
しさを感じとり、味わ
う。 

〇   

◎ 

対話 

作品 

記述 

◎ 

観察 

作品 

鑑賞ｶｰﾄﾞ

記述 

「思考・判断・表現（鑑
賞）」は、鑑賞カードの
記述などから、作者の
主題と作品の形や色
の関連などに注目し、
感情や動きを形や色
彩で表した作品の造
形的なよさや美しさ
を感じ取れているか、
作者の心情や表現の
意図と創造的な工夫
などについて考え、見
方や感じ方を深めて
いるかどうか、という
視点で評価する。 

 

事例のポイント② 

事例のポイント①② 



５ 本時の学習（本時６／１１時） 

⑴ 目標 

・作品全体のイメージを捉え直し、主題に合った形や色などの表現方法や、感情や動きを強

め、躍動感をだすための方法を理解する。              〈知識及び技能〉 

・主題をよりよく表現するために、単純化や省略、強調、材料の組合せなどを考えながら、

創造的な構成を工夫し、心豊かに表現する構想を練る。  〈思考力，判断力，表現力等〉 

⑵ 準備 

〇教師：ＩＣＴ端末、石粉粘土、粘土板、粘土ベラ、のし棒、霧吹き、手拭きタオル、針金、 

ペンチ、彫刻刀、やすり、メタル箔 

〇生徒：ＩＣＴ端末、筆記用具、美術セット(教科書、資料集、クロッキー帳、アクリル絵の具) 

⑶ 展開 

過

程

時

間 

学習活動 

予想される生徒の 

具体的な姿(「」) 

指導の工夫 

(〔共通事項〕に係る内容 

ア、  、イ、  ) 

評価と手立て 

【観点】：評価基準(評価方法) 

◎：十分に満足できる状況 

◆：B 評価に達しない生徒への手立て 

導

入 

10

分 

１ 前時の活動を振り返り、

制作記録を基に、各自の課

題を確認する。 

 

 

 

２ 本時のねらいを理解し、

課題を達成するためには

何をすればいいか、見通し

をもつ。 

 「より主題が伝わりやすい

見た目に改良していこう」 

「どんな形にしたら、もっ

と動きが出るかな」 

 

 

 

 

 

 

〇ねらいを達成するために、制

作途中の作品とテーマを改

めて見直し、テーマが伝わる

形になっているか、また動き

や躍動感を出すためにはど

うしたら良いかを考えなが

ら制作をするように促す。 

〇制作が思うように進まない

生徒に配慮するために、もし

自分で解決できないときは、

ＩＣＴ端末に質問を入れて

意見を聞くこと、出た質問に

対してアドバイスできる人

は積極的にコメントしてあ

げることを説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

35

分 

３ 作品と、石粉粘土、粘土
ベラ、彫刻刀等、各自必要
な道具を用意して制作を
行う。 

・作品の成形途中の生徒は、
石粉粘土で塑像する。 

・作品が乾燥済みの生徒は、
彫刻刀で彫ったり、やす
りで磨く。 

 
 
 
 
 
 
４ 随時、ＩＣＴ端末を活

用し生徒同士の考えを参
考にアイデアを広げる。 

〇量感のしっかりした立体作

品にするために、正面だけで

なく、多方面から見た時の作

品の見え方を意識させる。 

 

〇作品をよりよくするために、

形を再考する際、単純化 

 省略、強調についても改めて

触れ、作品の一部を省略した

り、生かす部分の長さや太さ

などの変化を強調させたり

することで、メリハリのある

作品に仕上がることを、改め

て伝える。 

 

【○知 】作品全体のイメージ
を捉え直し、主題に合った
形や色彩などの表現方法
や、感情や動きを強め、躍
動感をだすための方法を
理解している。（観察、作品） 

◎自分の表現したい主題に
合った、制作方法で形や色
の工夫を加え、テーマ性を
強めたり、躍動感を強調し
たりするための形の工夫
の仕方を理解している。 

◆テーマを確認し、なぜその
形になっているのか理由
を尋ねたり、作品のよさを
確認したりしながら一緒
に考え、助言を行う。また、
ＩＣＴ端末の質問箱使い、
仲間に助言を求めても良
いことを伝える。 

提案「作品テーマをよりよく表すための形や制作方法を考えながら制作をすすめよう！」 

ＩＣＴ活用の利点① 

事例のポイント①② 

編 P100 指導
計画の作成の
留意事項⑹ 

編 P100 指導
計画の作成の
留意事項⑵ 



・制作中、仲間に意見を聞き
たいことがある人はＩＣ
Ｔ端末で質問をする。 

・質問に対して、アドバイス
や意見がある人は、自分の
意見をコメントする。 

 
やり取りの例 
質問① 
「重圧を感じる形になっ
てるかな？」 

コメントＡ 
「そびえたつ壁って感じ
がしていいと思う。」 

コメントＢ 
「壁をもっと波みたいに
カーブさせて、覆いかぶ
さる感じにするのはど
う？」（図が送られてくる。） 

 
質問② 
「入学初日に友達ができ
た嬉しさとか、わくわく
感を、手を握り合った形
から抽象化させてるん
だけど、手すぎるよね？
（具象的だよね？）」 

コメントＣ 
「指の形をもっと崩して、
羽みたいにしちゃえ
ば？」 

コメントＤ 
「指くっつけて一塊にし
て、指の線でウェーブ描
いて動きだすとか？」 

 
５ 使用した材料や道具の

後片付けをする。 

・作業台上の道具箱の整理

整頓、作業台の掃除、道具

の返却を行う。 

 

 

 

 

 

〇テーマが伝わる形になって

いるか、また動きを出すため

にはどうしたらいいか確認

するために、クラスの仲間か

ら意見が欲しい人は質問を

投稿するように呼びかける。 

 

〇生徒間でのやり取りを充実

させるために、質問が投稿さ

れたことを、クラス全体に知

らせ、コメントできる人はす

るように促す。 

 

〇返答が返ってきたことに、生

徒本人が気づかない場合は、

質問箱を確認するように声

をかける。 

 

【○思 】主題をよりよく表現
するために、単純化や省
略、強調、材料の組合せな
どを考えながら、創造的な
構成を工夫し、心豊かに表
現する構想を練ってい
る。（観察、作品） 

◎テーマから想像をふくら
ませたり、具体的なイメー
ジから、創造的な構成を工
夫し、効果的に単純化した
り、省略したり、大切なと
ころを強調化させたりし
て心豊かに表現する構想
を練っている。 

◆テーマからどのように発
想を広げてきたのか確認
し、さらにどんな風に表現
したいと考えているのか
尋ね、発想の良さを伝えな
がら、一緒に考え、助言を
行う。また、ＩＣＴ端末の
質問箱使い、仲間に助言を
求めても良いことを伝え
る。 

【態表】美術の創造活動の
喜びを味わい、自分の経験
や想像したから得た感情
や思いなどから、考えたこ
とを基に表現の学習活動
を取り組もうとしてい
る。（観察、対話、作品） 

◎自分の表現したい主題に
合わせて表現方法を選択
し、試行錯誤を繰り返しな
がら制作に取り組んでい
る。 

◆直接対話を通じて、表現の
良さや取り組み方の良さ
などを伝えたり、材料や用
具の扱い方を助言し、表現
の工夫などについて興味
関心を高めるような指導
を行う。 

整

理 

５

分 

６ 本時の活動を振り返る。 
・制作途中の作品を見直し、 
 今日の学習を通して自分

が考えたり、気づいたこと
を振り返りとして、記録写
真とともに、 ＩＣＴ端末
に記入する。 

・次時への見通しをもつ。 

〇制作記録にまとめるため、作
品の記録を撮るように伝え
る。その際、わかりやすくす
るために、多方面から写真を
撮ったほうがいいことを伝
える。 

〇生徒がねらいにせまれたか
どうかを実感できるように、
今日の学習内容から学んだ
ことや考えたことをまとめ、
ＩＣＴ端末に蓄積させる。 

 

 

知＝「知識・技能」の知識に関する評価規準、技＝「知識・技能」の技能に関する評価規準、 

発＝「思考・判断・表現」の発想や構想に関する評価規準、鑑＝「思考・判断・表現」の鑑賞に

関する評価規準、態＝「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準を表す。 

※【記録に残す評価】は□、【指導に関する評価】は〇で示している。 

 

 

ＩＣＴ活用の利点③ 

編 P100 指導計
画の作成の留意

事項⑵⑹⑻ 

編 P100 指導計
画の作成の留意

事項⑻ 



６ 補足 

⑴ 在籍生徒数３８名 

⑵ 本時の学習、展開部分で用いた質問箱（端末上の共有アプリ）について 

・授業時間中のみ投稿することができる質問箱を設置する。 

・質問箱の中は、質問者と回答者だけでなく、クラス全員が投稿内容を共有できる。 

・質問者、回答者の氏名は、記名あり、無記名どちらにも設定することができる。 

本題材では、投稿しやすくするという観点から無記名設定で実施した。ただし、指導者 

からは誰が投稿したかはわかるようになっている。 

 

・質問箱の中のイメージ図（便宜上番号を表記。生徒数＋教員） 

投稿順番に左上から表示されていく。 

１ 
（作品の写真） 
重圧を感じ
る形になっ
てるかな？ 

２ 
そびえたつ
壁って感じ
がしていい
と思う！ 

３ 
壁をもっと波み
たいにカーブさ
せて、覆いかぶ
さる感じにする
のはどう？ 
（手書きの図） 

４ 
入学初日に友達がで
きた嬉しさとか、わ
くわく感を、手を握
り合った形から抽象
化させてるんだけ
ど、手すぎるよね？ 
（具象的だよね？） 

５ 
指の形をも
っと崩して 
羽みたいに
しちゃえば?  

６ 
指くっつけて
一塊にして、
指の線でウェ
ーブ描いて動
きだすとか？ 

７ ８ 

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ 

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ３２ 

３３ ３４ ３１ ３５ ３６ ３７ ３８ ３９ 

 

⑶ 本時の学習、整理段階で用いたポートフォリオについて 

・毎時間、必ず制作記録（作品の画像）と振り返り（文章）をまとまる形式になっている。 

・毎時間の記録が１つずつ並び、蓄積できるようになっているため、今までの取り組みが一目 

で分かる。 

・入力の枠数は制作時間分になっており、大まかな制作内容も表記してある。 

枠がすべて埋まると作品が完成する予定の日になるため、残り時間もわかり、生徒が見通し 

を持ちやすいようになっている。 

 

・実際のポートフォリオ例【指導計画９時間目終了時】 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


